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１ は じ め に 

 

 輸入飼料の高騰に伴い、乳牛では自給可能なエネルギ

ー濃厚飼料代替として破砕処理トウモロコシサイレー

ジの多給技術が確立されつつあるものの、これに併給す

べき高タンパク質飼料（以下 CP 飼料）は輸入穀類に依

存している。 

 大豆は自給可能な CP 飼料として期待出来るが食用で

の流通がほとんどで、一部が非食用のくず大豆として廃

棄または緑肥等に使用されている。 

 本試験では、大豆粕の一部代替として非食用に選別さ

れた大豆穀実を使用し、発酵 TMR 調製後に搾乳牛に給与

した場合の産乳性を検討した。 

 

２ 試 験 方 法 

 

(1)給与飼料調製 

大豆粕の一部を大豆穀実に代替した飼料調製を 2010

年、2011 年に実施した。代替水準は、2010 年が飼料中

大豆粕乾物量の 10％（飼料乾物中 0.7％）、20％（飼料

乾物中 1.3％）、30％（飼料乾物中 1.9％）を大豆穀実で

代替した 3水準（大豆穀実代替区）および代替なし（対

照区）の 4 水準で設定し（試験 1）、2011 年が 50％（飼

料乾物中 5.6％）および代替なしの 2水準で設定した（試

験 2）。飼料の調製は TMR ミキサーにより表 1の飼料原料

割合および飼料成分で混合後、細断型コンビラップで梱

包調製した。 

 

(2)給与試験 

1) 試験① 

個体給与試験として繋留した泌乳中後期牛 4頭を供試

し、給与飼料 4水準、1 期 16 日間のラテン方格法で実施

した。また、搾乳牛群飼養試験としてフリーストール飼

養の搾乳牛約40頭を2群編成し、2水準（20％、対照区）、

1期 28 日間のクロスオーバー法で実施した。 

 

2) 試験② 

個体給与試験として繋留した泌乳前期牛 8頭供試、給

与飼料 2 水準（50％、対照区）、1 期 21 日間のクロスオ

ーバー法で実施した。また、搾乳牛群飼養試験としてフ

リーストール飼養の搾乳牛約 40 頭を 2群編成し、2水準

（50％、対照区）、1 期 21 日間のクロスオーバー法で実

施した。 

 

３ 試験結果および考察 

 

(1)個別給与試験 

試験①および試験②における個体給与試験では、乳

量・乳成分・乾物摂取量・乾物消化率ともに、大豆穀実

代替区と対照区の間に差は認められなかった（表 2、3）。 

 

(2)群飼養試験  

試験①および試験②における搾乳牛群飼養試験では、

乳量・乳成分に大豆穀実代替区と対照区との間に差は認

められなかった（表 4、5）。 

 

４ ま と め 

 

以上から発酵ＴＭＲにおいて、飼料中大豆粕乾物量の

50％程度、給与飼料乾物中の 5％程度を大豆穀実に代替

しても、産乳性を確保することが可能である。 



なお、本研究は農林水産省委託プロジェクト研究「自

給飼料を基盤とした国産畜産物の高付加価値化技術の

開発（国産飼料プロ）」の『発酵 TMR 素材としての高タ

ンパク質自給飼料の低コスト調製・給与技術の開発 b. 

乳牛及び肉用牛への給与』として実施した。 

 

 

破砕ＣＳ
　※1

ＧＳ
　※2

配合飼料 大豆粕 大豆穀実 添加剤等 乾物率 ＴＤＮ ＣＰ ＮＤＦ ＥＥ ＮＦＣ

54.8 27 14.3 3.3 0.7

39.9 25 27.5 6.1 1.4

54.8 27 14.0 3.1 0.4 0.7

39.9 25 27.1 5.7 0.7 1.4

54.8 27 13.9 2.9 0.7 0.7

39.9 25 26.9 5.3 1.3 1.4

54.8 27 13.7 2.7 1.0 0.7

39.9 25 26.5 5.0 1.9 1.4

68.3 16 11.4 4.1 0.7

49.3 17 23.9 8.5 1.5

68.4 16 10.4 2.3 2.7 0.7

49.5 17 21.8 4.7 5.6 1.5

構成割合（％）
上段：原物割合
下段：乾物割合

-

飼料成分（％）

46.1 70.3 14.7 42.0 4.0 31.7

42.1 4.1

試験①

対照区

50％
代替区

試験②

-

対照区

10％
代替区

20％
代替区

30％
代替区

31.6

31.4

46.0 70.3 14.7 42.1 4.2 31.5

46.0 70.3 14.7 42.1 4.3

46.0 70.3 14.7

※1　収穫時に自走式ハーベスタで切断長16㎜、ローラー間隙5㎜で破砕処理されたトウモロコシサイレージ
※2　牧草ロールサイレージ（オーチャードグラス）1番草

表１　発酵TMRの原料構成割合および設計飼料成分

33.6

70.4 14.7 41.6 4.1 32.5

42.9

42.9

70.3 14.8 41.4 3.3

表２　個体給与試験における産乳成績および乾物摂取量、乾物消化率（試験①）

区 ｎ
乳量

（kg）
乳脂肪分率

（％）
乳蛋白質率

（％）
乳糖率
（％）

無脂固形分率
（％）

MUN
（mg/dl）

乾物摂取量
（㎏/日）

乾物消化率
（％）

対照区 4 30.6 5.08 3.51 4.33 8.85 11.3 25.0 82.7

大豆粕10％代替区 4 30.4 4.82 3.54 4.30 8.84 10.6 24.7 81.2

大豆粕20％代替区 4 30.0 5.13 3.50 4.33 8.83 10.8 24.7 81.2

大豆粕30％代替区 4 31.9 4.95 3.44 4.34 8.77 11.5 25.7 82.3

※供試牛は平均3産次の泌乳中後期牛である。

表３　個体給与試験における産乳成績および乾物摂取量、乾物消化率（試験②）

区 ｎ
乳量

（kg）
乳脂肪分率

（％）
乳蛋白質率

（％）
乳糖率
（％）

無脂固形分率
（％）

MUN
（mg/dl）

乾物摂取量
（㎏/日）

乾物消化率
（％）

対照区 8 29.7 4.40 2.92 4.54 8.46 13.0 20.8 81.1

大豆粕50％代替区 8 29.4 4.37 2.85 4.61 8.45 14.4 20.3 80.3

※供試牛は泌乳前期の初産牛4頭と経産牛（平均産次2.3産）4頭の計8頭である。

表４　群飼養試験における産乳成績（試験①）

区 ｎ
牛群平均
泌乳日数

4％FCM乳量
（kg）

乳脂肪分率
（％）

乳蛋白質率
（％）

乳糖率
（％）

無脂固形分率
（％）

MUN
（mg/dl）

対照区 35 165 34.9 4.46 3.37 4.48 8.85 11.5

大豆粕20％代替区 35 162 33.7 4.34 3.34 4.49 8.83 11.7

表５　群飼養試験における産乳成績（試験②）

区 ｎ
牛群平均
泌乳日数

4％FCM乳量
（kg）

乳脂肪分率
（％）

乳蛋白質率
（％）

乳糖率
（％）

無脂固形分率
（％）

MUN
（mg/dl）

対照区 35 191 31.1 4.68 3.28 4.44 8.72 14.0

大豆粕50％代替区 35 194 30.0 4.50 3.26 4.47 8.73 14.4  


